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健
全
な
財
政
の
確
立
と
と
も
に
、

　

防
災
対
策
の
推
進
と
将
来
に
向
け
た
ま
ち
づ
く
り

用 語 解 説

区　　　分 予算額（千円）構成比（％）
人 件 費 3,244,848 16.1 
物 件 費 2,524,066 12.5 
維 持 補 修 費 129,783 0.7 
扶 助 費 5,262,370 26.1 
補 助 費 等 1,357,416 6.8 
公 債 費 2,274,563 11.3 
積 立 金 249,470 1.2 
出 資・ 貸 付 金 65,970 0.3 
繰 出 金 2,193,368 10.9 
前 年 度 繰 上 充 用 金 0 0.0 
予 備 費 10,000 0.1 
小 計 ⒜ 17,311,854 86.0 
投  資  経  費 ⒝ 2,828,146 14.0 
　⑴普通建設事業 2,828,106 14.0 
　　補　　助 1,603,277 8.0 
　　単　　独 1,130,346 5.6 
　　県　　営 94,483 0.4 
　⑵災害復旧事業 40 0.0 
　　補　　助 30 0.0 
　　単　　独 10 0.0 
歳 出 合 計 ⒜ + ⒝ 20,140,000 100.0 

■性質別歳出

平
成
26
年
度
の
南
国
市
の

当
初
予
算
は
201
億
４
千
万

円
で
、
25
年
度
に
比
べ
て

11
億
２
千
万
円
も
増
え
ち
ゅ
う
ね
ぇ
。

そ
う
な
が
よ
、
200
億
円
を

超
え
る
が
は
13
年
ぶ
り
や

と
。
26
年
度
は
道
路
や
河

川
の
改
良
、
運
動
広
場
の
整
備
ら
ぁ

の
建
設
事
業
費
が
だ
い
ぶ
増
え
ち
ゅ

う
が
よ
。

そ
ん
な
に
増
や
し
て
大
丈

夫
な
が
？
そ
の
財
源
は
ど

う
な
っ
ち
ゅ
う
が
？

南
国
市
の
一
番
大
き
な
収

入
は
市
税
収
入
な
が
や
け

ん
ど
、
景
気
の
回
復
が
遅

れ
ち
ゅ
う
き
昨
年
に
引
き
続
い
て
60

億
円
を
割
り
込
ん
じ
ゅ
う
。
そ
の
次

に
大
き
い
収
入
の
地
方
交
付
税
も
２

億
５
千
万
円
の
減
額
で
、
総
額
39
億

４
千
万
円
し
か
見
込
め
ん
か
っ
た
。

け
ん
ど
、
必
要
な
こ
と
は
せ
ん
と
い

か
ん
き
国
の
経
済
対
策
ら
ぁ
を
上
手

に
使
う
て
何
と
か
財
源
を
確
保
し
ち

ゅ
う
が
よ
。と

い
う
こ
と
は
、
南
国
市

の
財
政
状
況
は
ど
う
な
っ

ち
ゅ
う
が
？
や
っ
ぱ
り
厳
し
い
が
？

今
ま
で
財
政
健
全
化
計
画

や
中
期
財
政
収
支
ビ
ジ
ョ

ン
と
い
う
収
支
の
見
通
し

を
作
成
し
て
財
政
運
営
を
し
て
き
た

き
財
政
状
況
は
年
々
良
う
な
り
ゆ
う

け
ん
ど
、
市
債
（
借
金
）
残
高
は
ま

だ
多
い
が
よ
。
そ
れ
に
他
の
市
町
村

に
比
べ
て
基
金
（
貯
金
）
が
少
な
い

き
、
25
年
度
か
ら
の
３
年
間
も
基
金

を
計
画
的
に
積
ん
で
、
災
害
な
ど
の

将
来
の
負
担
に
備
え
る
よ
う
に
し
ち

ゅ
う
が
。
け
ん
ど
ね
、
景
気
の
影
響

や
少
子
高
齢
化
が
進
ん
で
生
活
保
護

費
と
か
医
療
費
と
か
の
社
会
保
障
費

も
だ
ん
だ
ん
増
え
ゆ
う
き
、
基
金
を

積
む
の
も
大
変
な
が
よ
。

そ
ん
な
に
大
変
や
に
、
ど

ん
な
予
算
を
組
ん
だ
が
？

大
変
や
け
ん
ど
、
安
心
し

て
生
活
で
き
る
た
め
の
地

震
・
防
災
対
策
、
将
来
に
向
け
た
都

市
基
盤
整
備
、
企
業
誘
致
や
農
林
振

興
と
い
っ
た
産
業
振
興
対
策
、
学
力

向
上
な
ど
の
教
育
対
策
、
子
育
て
支

援
・
少
子
化
対
策
、
市
民
の
健
康
を

守
る
た
め
の
健
康
対
策
、
地
球
に
優

し
い
環
境
対
策
と
い
っ
た
施
策
は
、

重
点
的
に
推
し
進
め
て
い
く
よ
う
に

予
算
を
組
ん
じ
ゅ
う
。

ひろくん　　　 と　　　まちこさんの

歳 出

物件費
  その他
　 32.5％
　  65.3億円

投資的経費
14.0％
28.3億円

　公債費
11.3％
22.7億円

扶助費　
26.1％
52.6億円

人件費
16.1％
32.5億円

単独及び県営事業費 6.0％ 12.3億円

補助事業費
8.0％
16.0億円

消費的経費 86.0％
173.1億円

一般会計 201億4,000万円
（25年度一般会計  190億2,000万円）

目的別歳入

自
主
財
源

自
主
財
源

依
存
財
源

依
存
財
源

市 税 5,841,706（29.0％）
分担金及び負担金 401,627 （2.0％）
使用料及び手数料 407,415 （2.0％）
諸 収 入 266,562 （1.3％）
そ の 他 953,148 （4.8％）
小 計 7,870,458（39.1％）

地 方 交 付 税 3,940,000（19.6％）
国 庫 支 出 金 3,779,916（18.8％）
県 支 出 金 2,058,426（10.2％）
市 債 1,655,700 （8.2％） 
そ の 他 835,500 （4.1％）
小 計 12,269,542（60.9％）

歳 入 合 計 20,140,000  （100.0％） 

▪ 議 会 費  219,741 （1.1％） 
▪ 総 務 費  1,789,421 （8.9％） 
▪ 民 生 費  8,509,419 （42.3％） 
▪ 衛 生 費  1,328,099 （6.6％） 
▪ 労 働 費 109,288 （0.5％） 
▪ 農林水産業費  873,607 （4.3％） 
▪ 商 工 費  179,963 （0.9％） 
▪ 土 木 費  2,160,155 （10.7％） 
▪ 消 防 費  1,296,564 （6.4％） 
▪ 教 育 費  1,389,140 （6.9％） 
▪ 災 害 復 旧 費  40 （0.0％） 
▪ 公 債 費  2,274,563 （11.3％） 
▪ 予 備 費  10,000 （0.1％） 

歳 出 合 計  20,140,000  （100.0％） 

目的別歳出

（千円） （構成比）

（千円） （構成比）

市　税
　29.0％
　58.4億円

市債
8.2％
16.6億円

その他 4.1％ 8.3億円
自主財源
39.1％

　78.7億円

その他
10.1％
20.3億円

地方交付税
19.6％
39.4億円

国庫支出金
18.8％

   37.8億円

県支出金
10.2％
20.6億円

歳 入
依存財源 60.9％
122.7億円

区　　　分 予算額（千円）構成比（％）
市 税 5,841,706 29.0 
地 方 譲 与 税 198,700 1.0 
利 子 割 交 付 金 15,600 0.1 
配 当 割 交 付 金 9,600 0.1 
株式等譲渡所得割交付金 2,500 0.0 
地 方 消 費 税 交 付 金 558,400 2.8 
ゴルフ場利用税交付金 12,800 0.1 
自動車取得税交付金 14,200 0.1 
地 方 特 例 交 付 金 16,200 0.1 
地 方 交 付 税 3,940,000 19.6 
交通安全対策特別交付金 7,500 0.0 
分 担 金 及 び 負 担 金 283,277 1.4 
使 用 料 及 び 手 数 料 525,765 2.6 
国 庫 支 出 金 3,779,916 18.8 
県 支 出 金 2,058,426 10.2 
財 産 収 入 5,266 0.0 
寄 付 金 18,260 0.1 
繰 入 金 934,622 4.6 
繰 越 金 10,000 0.0 
諸 収 入 251,562 1.2 
市 債 1,655,700 8.2 
歳 入 合 計 20,140,000 100.0 

■性質別歳入

●一　般　会　計…市の基本的な施策を賄う
　　　　　　　　　経費を経理する会計。
●市　　　　　債…市の借入金。
●地 方 交 付 税…国が徴収した税金の一定割
　　　　　　　　　合を市町村の財政需要に合
　　　　　　　　　わせて、配分するお金。
●国庫・県支出金…特定の事業に対する国や県
　　　　　　　　　からの負担金や補助金など。
●繰　　入　　金…市の基金（家計でいう貯金）
　　　　　　　　　を取り崩して、一般会計に
　　　　　　　　　繰り入れるお金。
●公　　債　　費…市債を返済するためのお金。
●投 資 的 経 費…施設や道路、公園などの建
　　　　　　　　　設事業費など。

っ
ち
ょ
こ
う

予
算
内
容

知

南
国
市
の

平成26 年度

予
算
予
算


